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 要旨 

 

アルコール使用障害（AUD）は、2,900 万人以上の個人を苦しめ、米国では年間 14 万人以上

の死者を出している。AUD の概念的な枠組みには、3 段階のサイクル、すなわち、酩酊／中

毒、離脱／否定的感情、そして先入観／期待というものがあり、治療に関する AUDの異質性

を探求するための出発点となる。効果的な行動療法や 米国食品医薬品局（FDA）認可の薬物

療法は利用可能であるが、十分に活用されていないため、大きな治療ギャップを生じている。

本総説では、この治療ギャップを埋めるためにアルコール領域が直面する課題を概説し、AUD

治療薬の承認基準の拡大、スクリーニング、短期介入、治療への紹介の増加、スティグマへ

の対処、ヒューリスティックな回復の定義の導入、早期治療への参加、アルコール乱用に関

連する課題についての医療従事者と一般市民への教育などの解決策を提示する。さらに、本

総説は、AUD における機能障害の領域と AUD を媒介する神経生物学を概説する依存症の 3 段

階モデルを活用することにより、AUD の治療薬開発の潜在的標的を広げることに焦点を当て

ている。 

 

 


